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論 文 の 内 容 の 要 旨

活性汚泥法は80年間以上使われ研究されてきた｡この研究では活性汚泥微生物の重要

な構成員である糸状細菌と4-nOnylpbenol分解性菌株について取り壊っている｡この

論文の大部分は新規糸状性朗Ciユユu5属菌株に関する事項からなる｡この菌株､NAFOOl

株は合併処理施設の汚泥改質処理槽槽内懸濁水から単離され､f土1ament状栄養細胞に

生育する｡NÅFOOl株は個々のfilamentが結合して､極端に長いfilament状栄養細

胞を形成する｡好気性､内生胞子形成性から月aciユ加5属菌坪と推定された｡HAFOOl

株は胞子の他に興味有る耐熱性顆粒､SI,RC(SPOrelikerestingcell)を形成する｡

SLRCは出芽して生育し､Leucothri女の形成するgonidia横糸状体を形成する｡

gonidia様糸状体からSLRCが放出され出芽し､L生育してgonidia様糸状体を形成す

る｡一方､SLRCから出芽して生育した短いfilaⅡ妃ntは､filament状栄養細胞と結合

するとfila皿ent状栄養細胞に生育する｡NAFOOl株はこの様な複雑なIife cYCleを

有する｡NAFOOl抹は､16S rDNAの系統解析､脂肪酸やキノンプロファイル､DNA-DNA

ハイプリダイゼーションから8aciユユu5属細菌の新種であることが判り､鮎Cエユユu5

出血cロユロ5と命名した｡この新種のメンバーとして､NAFOO2株を単離している｡NAFOO2
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株にはSLRCの形成や出芽は見られない｡標準株NAFOOl℡はJCMl1201T､C=PlO7128℡

に相当する｡¶AFOOl抹はエチル､プロピル､プチルアルコールやSDSを唯一の炭素渡

として生育できる｡NAFOOl株にとって､細胞同士の結合が生育のために重要であること

が判った｡文､βaciユユロ5属細菌で出芽して生育する例は知られていない｡

この研究で､第2の単離菌株(=NAO6株)がphenolと4-nOnYlphenolによる活性

汚泥からの濃縮化によって単離された｡幾つかの4-nOnYlphenol異性体が魚等の雄の

雌化を引き起こすと言われていて､活性汚泥細菌による分解性の評価が求められている｡

=NAO6株はPseudomonas属細菌で､phenolの存在下直鎖型4-nOnylphenolを共代

謝的に分解して生育できる｡16S rDNA分析でェNAO6株はタ.vero扇iと近縁と判明し

た｡この菌株はpbenol､p-クレゾール､4-プロピルフェノール､4-アミルフェノール､4-

へキシルフェノールを唯一の炭素源として利用できる｡工NAO6株を用いて､

4-nOnYlphenolの水酸化と､引き続く4-nOnYIcatecholの0一閃裂とm一関裂による

フェノール環の開裂を確認した｡比までに､難分解性化合物である4rnonYlphenolの

分解として､共代謝経路は知られていない｡自然界にphenol分解性菌株はより多く存

在するので､4-nOnYlphenolの分解について可能性が開かれたと考えられる｡

審 査 結 果 の 要 旨

活性汚泥法は1914年に開発され､80･年以上にわたって各種汚水の生物処理工

程に適用されている｡一方､活性汚泥からこれまでに数多くの新規な菌株が単乾

されていて､活性汚泥が細菌の研究対象としても有用であることが知られている｡
当研究室では1991年から効率的､且つ無臭処理に関する活性汚泥細菌柏の解明

について研究を行って来ている｡この研究は活性汚泥から単離した菌株に関する

研究から成っている｡

第1章は活性汚泥から単離された新規糸状性菌株(NAFOOl株)の同定に関す

る研究から成っている｡NAF001抹は月α伽属細菌で､栄養細胞が胞子を形成

して休眠状態をとる｡胞子は発芽して2個以上の細胞が結合して丘‡a皿ent状に生

育し､多数の五Iament状栄養細胞が結合して長い糸状体に生育する｡NAFOOl株

は更に､胞子以外の休眠細胞(SLRCと命名した)を形成し､これらは出芽して

短い糸状体を形成して､gOnidia様糸状体に生育する｡gOndia様糸状体はSLRCを

放出して出芽し､gOnidia様糸状体に生育する｡SLRCから生じた短い糸状体は栄

養細胞と結合すると61ament状栄養細胞へと生育する｡NAfOOl株はこのような

複雑な生活環と形態をとる｡Ajithkumarさんはまず､NAFOOlの生化学的睦質の-一

解明､G+C含量測定､岐阜大学高見沢教授のご指導で16SrDNA塩基配列の解

明を行いNAFOOl株が新規βαC〟J描属細菌であることを明らかにしている｡更に､

16Sd)NA塩基配列から系統的位置を明らかにしている｡この位置から､幾つか

の近縁の励cilhLよ属菌株とのDNA-DNAhybridizationを行い､NAFOOl株がBaciZZu

5属細菌の新種である事を確認している｡更に､qu血one類や脂肪酸の分析を行
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って月αC誹描属細菌であることを再確認している｡又､Ⅴ血皿t､NAFOO2株を単

離している｡以上の結果に基づいて､NAFOOl株をBdciuwbniculwTNAFOOlと

命名している｡BJunicuLusTNAFOOl株はSDS分解性を示すことを見出している｡

上記の研究を緻密な計画の基に行っており､評価に催する研究と考えられる｡

第2章では､考案した汚濁物分解性の高い下水処理実験プラント活性汚泥から､

phenolと4-nOnylphenolによる誘導によって､直鎖型4-nOnylphenol分解性菌株(I

NAO6株)の単離に関する研究を記述している｡生化学的性質､16SrDNA塩基

配列解析から､ひ仏06株が乃g批わ桝α柁ゐ〃〝ひ犯正に近い菌株であることを明らかに

している｡種の確定には至っていない｡INAO6株はphenol､P-CreSOl､4-prOpylphe

r101､4-anylphenol､4-hexylphenolを炭素源として利用でき､Phenolの存在下直鎖

型4-nOnylphenolを共代謝する事を見出している｡代謝中間体として4-nOnylcatec

bolを確認し､酵素を抽出して､0一関裂と皿一関裂の両方の開裂の可能性を示唆し､

GC-MSから分解代謝物の一部の構造を推定している｡4-nOnylphenolは外因性内

分泌撹乱物質の1員と考えられていて､4-nOnylphenol分解菌株は現在2株のみ知

られている｡この研究では3株目を発見し､しかも共代謝による分解を起こす例

を初めて見出している｡これらの研究は高く評価できる｡

以上について､審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の

学位論文として十分価値あるものと認めた｡
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